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第3回ステアリングコミッティ
2016年5月
本番稼働後におけるベンダー委託方針・契約締結

次期基幹システムにおけるデータ保全業務は、第2回ステアリングコミッティ（以下、「前回ステコミ」という）で承認された「本番稼働後データ保全方針」にもとづき、システム稼働後の安定稼働とセキュリティリスク低減の実現に向けて、①業務プロセス・業務手順整備／ツール作成、②業務引継ぎ・受け入れ試験、③本番運用に準拠したオペレーションを確認する。

①について、2社の業務アウトソーシングベンダー（以下、「業務OSベンダー」という）に作業を委託し、2016年3月末に作業が完了する見込みであることを報告する。②について、該当期間（2016年4月から8月）における対応を同2社へ作業委託することを承認いただきたい。
記

I 提案要旨
（１）「業務手順・ツール整備」（2016年6月～10月）を業務OSベンダー2社（ABC社/XYZ社）へ委託する。委託費用は60,000千円とする。

（２）安定稼働を実現するため、ベンダー委託範囲と要員数を検証期間中に精査し、第4回ステコミ（2016年8月）にて、次期基幹システム稼働後の業務OSベンダー体制を最終確定する。

I 提案内容

I 業務引継ぎ・試験における業務OSベンダーへの委託内容

2016年6月から10月まで業務OSベンダー（ABC社/XYZ社）に委託した「業務手順整備・ツール構築」の継続作業として、「業務引継ぎ・試験」を同ベンダーへ委託する。引継作業を効率的に進めるために、各ベンダーへの委託業務は前フェーズを踏襲する。
各委託業務については、業務OSベンダーから見積もりを受領し、プロジェクトチームによる交渉でコストを抑制している。

I 　ABC社への委託業務
I データ保全業務の全体統制

I システムLの業務引継・確認

I システムMの業務引継・確認

I 運用ツール構築

I 試験管理

I XYZ社への委託業務
I システムNの業務引継・確認

I 周辺システムとの業務連携確認

I 運用ツール構築
I 試験管理
I 今後の計画
I 業務OSベンダーとの追加契約締結
後続工程において、受け入れ試験・業務量精査を行い、次期システム稼働後を含む業務OSベンダーへの委託範囲と要員数を決定する。ベンダー一元化も見据え、第4回ステコミまでに安定稼働・セキュリティリスク低減を実現する最適な委託形態を決定する。
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【全体方針】

「本番稼働後

データ保全方

針」を審議し、

領域XとYの稼

働後業務は現

行ベンダーへ委

託することを確

認した。

【今回の委託方針】

ベンダスキル、費用・工数を

考慮して決定する。

※委託範囲

データ保全業務、各システム

業務引継、周辺システム調

整、運用ツール構築、試験

管理

【受け入れ試験以降】

システム稼働後と同等の委託範囲お

よび要員体制で運用業務を行う。

【本番稼働以降】

業務OSベンダーには、システムL・M・

Nの運用業務を委託する。


図表１：業務OSベンダー委託の考え方
I 受け入れ試験以降における業務OSベンダーへの委託内容

I 受け入れ試験における委託内容

システム稼働後と同等の委託範囲および要員体制で運用業務を行うことを現時点では想定する。業務OSベンダーには段階的な体制強化を求め、最終的にはシステム稼働後と同等の運用業務を委託する。

I 本番稼働後における委託内容

業務OSベンダーには、システムL・M・Nの運用業務を委託する。定期的にサービス品質を比較評価し、各ベンダーで改善活動が行われるようにする。
I 理由・効果等　

引継作業を効率的に進めるために、前フェーズの委託範囲を踏襲する形で委託先業務を調整している。業務安定化を重視し、「システムLの業務引継・確認」はABC社へ委託することとしているが、コスト削減を優先させるのであれば、XYZ社へ変更することにより費用5,000千円を削減できる。
	No
	委託業務概要
	委託先
	委託先選定の理由

	1. 
	
	ABC
	XYZ
	

	2. 
	データ保全業務の全体統制
	Y
	N
	能力面に差はなく、費用面で優れるABC社へ委託する。

	3. 
	システムLの業務引継・確認
	Y
	N
	XYZ社が費用面で優れる（-5,000千円）が、現行運用を担当してノウハウ面で有利なABC社へ委託する。

	4. 
	システムMの業務引継・確認
	Y
	－
	XYZ社が提案辞退したため、ABC社へ委託する。

	5. 
	システムNの業務引継・確認
	N
	Y
	現行運用を担当し、費用面とノウハウ面で優れるXYZ社へ委託する。

	6. 
	周辺システムとの業務連携確認
	N
	Y
	現行運用を担当し、費用面とノウハウ面で優れるXYZ社へ委託する。

	7. 
	運用ツール構築
	Y
	Y
	ツール改修は現行ツール構築を担当したABC社、新規ツールはXYZ社へ委託する。（2社委託により双方ノウハウを活用でき、構築リスクも軽減できる）

	8. 
	試験管理
	Y
	Y
	ABC社とXYZ社のノウハウが補完関係にあるため、2社へ委託する。


※Y：提案を採用、　N：提案を不採用、　－：提案なし

I 費用　
I 費用
今回、2016年6月～10月の支援費用（契約対象）について見積提示があった。これまで予算に計上していた見込み額に対する追加費用は下表の通り。契約承認後、年度予算への反映を必要する。
	委託先
	期間
	追加費用

	ABC社
	2016年6月～10月末
	42,000千円

	XYZ社
	2016年6月～10月末
	18,000千円

	合計
	
	60,000 千円


I 契約内容

I ABC社
[契約先]
アルアル・ベーシック・カンパニー株式会社
[契約内容]
業務検証期間におけるシステムL・Mの運用業務整備・検証

[契約金額]
42,000千円（税込）

[契約期間]
2016年6月1日から2016年10月31日まで

I XYZ社
[契約先]
株式会社エックス・ユア・ゾーン
[契約内容]
業務検証期間におけるシステムNの運用業務整備・検証

[契約金額]
18,000千円（税込）

[契約期間]
2016年6月1日から2016年10月31日まで

I 今後の予定　

5月度上級役員会の審議・承認を経て、当該ベンダーとの契約を締結し、年度予算へ追加費用（60,000千円）を反映する。契約日は2016年5月下旬を予定する。
第4回ステコミ（2016年8月）にて業務OSベンダー体制を最終確定する。
以　上
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